
第 390 回 昭和の森自然観察会 

初心者向けバードウォッチング 

奥村 和男（習志野市） 

日 時：2025年 1月 12日（日）10：00～12：00 天候：曇り 

参加者：18名（大人 14名、子ども 4名） 

担当指導員：坂本、木下、奥村、指導員 6名、管理事務所 1名 

 

観察会前は雨。インフルエンザの流行もあり、参加者は 18名と少なく、特に子どもの参

加者は 4 名となりました。坂本さんが先頭、木下さんが最後尾の 1 班体制で野鳥観察会を

行いました。 

まずは木下さんよりカラスのレクチャー。ハシブトガラスは「カー、カー」と鳴き、く

ちばしが太く湾曲して額が出っ張っている。本来の分布域は森林地域であり、高層ビルや

住宅地などでよく見られる。ハシボソガラスは「ガー、ガー」と鳴き、くちばしは細くて

湾曲せず額の出っ張りもない。本来の分布域は農耕地であり、河川敷や農耕地などの開け

た環境でよく見られることを教わりました。 

観察の途中でガマズミを一粒だけ試食しながら坂本さんのレクチャーです。諸説あるけ

れど、鎌の柄に枝が使われたことから「ガマ（鎌）」、実が酸っぱいので「ズミ（酸実）」と

名付けられた。鳥類はガマズミの実を食べ、種が散布されていることを教わりました。 

アオジの観察の後には、携帯を使って囀りの美しさを確認しました。鳥が囀らない時期

でもその美しさを共有でき、世界が広がったと思います。また、種名と色について、アオ

サギ（蒼鷺）の蒼は灰色という意味であった。今でいう青色は瑠璃色と呼ばれていて、オ

オルリ（大瑠璃）やルリビタキ（瑠璃鶲）という瑠璃という言葉のつく青色の鳥がいる。

緑色は青色と呼ばれていて、アオバト（緑鳩）という鳥がいることなどが紹介されました。 

個人的には、ヒヨドリが日本固有種ともいえる世界的には珍鳥であることが驚きでした。

鳴き声が大きくてどこにでもいて、農業被害をおこす鳥と思っていましたが、ヒヨドリを

見るために日本に来る外国人もあるようです。 

最後は観察者と共に鳥合わせをし、6 目 17 科 23 種（外来種のガビチョウを含む）の鳥

類を観察したことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察風景（撮影 梅宮氏）   ガマズミ（下見で撮影坂本氏） アオジ（園外で撮影坂本氏） 

 


